
PVAのエレクトロスピニングにおける紡糸条件とビーズ発生 
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We investigate formation of beads on electrospinning by changing spinning conditions (applied voltage, 
distance between the tip of needle and the collector, electric charge at the tip of needle, humidity, diameter 
of the needle and feed rate of sample). We make morphology observations of obtained fibers using SEM 
(Scanning Electron Microscopy). As results of experiments done by changing spinning conditions, we 
found that formation of beads is affected by the electrical charge at the tip of needle. Additionally, we find 
that the lower electric current gives the beads less fibers. 
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1. 緒言 
 エレクトロスピニングとは、高分子溶液、又は

高分子溶融体に高電圧を印加することによって、

超極細繊維による繊維構造体を作製する技術

（Fig.1 参照）である。この技術によって作製さ

れる繊維は、通常の紡糸法である溶融紡糸や溶液

紡糸に比べて非常に細い繊維径と、非常に大きな

表面積を持つ。これらの特性は、超高性能フィル

ターや人工臓器（血管や尿管）などの医学への応

用など、様々な応用が期待されている。 

 しかし、エレクトロスピニングでは、ある程度

以上繊維径を細くしようとすると、ビーズ（Fig.1 

参照）と呼ばれる球状の物体が発生し、作製され

る不織布の表面積が減少するとすることが問題

となっている。 

 現在までの研究では表面張力を下げること、ま

たは高分子溶液の濃度（粘度）を高くすることで

ビーズの発生を抑制できること[1]が分かってい

るが、これらの方法では繊維径が太くなってしま

うという問題点がある。 

  

そこで、本研究では、紡糸条件（湿度、吐出量、

印加電圧、極板間距離など）を変化させたときの

ビーズ発声に及ぼす影響について調べることを

目的とした。 

 
 
2. 実験 
試料は、ポリビニールアルコール(PVA)水溶液
を用いた。PVA の重量平均分子量は約 4万で、PVA

水溶液の濃度は 15wt%に調整した。この溶液濃度

は、以前、濃度の影響を調査した時に、紡糸可能

だった最小濃度である。濃度が比較的低いため、

ビーズが発生しやすい試料である。エレクトロス

ピニングは印加電圧を 4.5～24kV、極板間距離は
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Fig.1 Scheme of the electrospinning and beads. 




